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１．農業における ICT 技術の導入とリモートセンシングの役割  

農業への ICT 技術の導入により様々なツールが開発されており、たとえば圃場管理シス

テムは大規模水田農業を営む担い手の省力化への貢献が期待されている。同時にこのよう

なシステム上で利用できる圃場レベルの精密な情報、リアルタイムの情報など、様々なデ

ータ収集手法の開発が進められており、広域かつ面的な情報の収集を得意とするリモート

センシング技術は、農地の情報収集の役割が期待できる。 

リモートセンシング技術は、得られる面的な情報の有効性から農業分野でも利用が期待

されてきたが、空間・時間の解像度の低さやデータ入手の困難さなどの課題があった。し

かし近年ではセンサーの性能は向上し、日本の主要な水田スケールに対応可能な空間解像

度が得られ、複数の衛星による撮影で時間解像度が向上するなど、衛星画像の利用環境は

改善されている。さらに、ラジコンヘリ等の技術開発が進み、衛星に比べると小面積では

あるが、リアルタイムに面的な情報の収集が容易になりつつある今日、活用場面の拡大が

期待される。 

 

２．リモートセンシングによる土壌特性の把握  

農業分野におけるリモートセンシング技術活用のひとつとして、土壌の特性を把握する

研究が行われてきた。土壌の反射特性を利用した土壌表層の腐植含量・水分量などの推定

に関しては多くの研究があり 1),2)、衛星画像から推定された腐植含量と土壌図、地形図を

組み合わせた大縮尺土壌図の作成 3)などが試みられている。また，作土の情報に限らず、

ランドサット TM データを用いて礫深度を推定する 4)、また、ムギ作付け期と裸地期のイ

コノスデータを解析し、浅い位置に出現する礫層により有効土層が制限されているエリア

を推定するなど 5)、下層土の情報収集へのリモートセンシングの利用も試みられている。

このようにして得られる情報は、圃場管理の基盤となる土壌情報の提供につながる。現場

での土壌調査並びに試料の分析には時間と労力を要し、実施する点数は限られるため、調

査の省力化やデータの補間を行う上でも、このような情報の活用が有効である。 
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３．輪換畑における土壌特性の把握  

茨城県内の約 500haの水田地

帯を対象に、航空写真を用いて土

壌特性の把握を試みた事例を紹

介する。3年4作ブロックローテ

ーション（水稲-水稲-ムギ・ダイ

ズ）を繰り返す対象地域内には、

作物の生育阻害要因と考えられ

る作土直下の礫層（浅礫層）の存

在する土壌が分布する。作土直下

の礫層は、かつての微地形と関係

するものと考えられ、圃場整備以

前は畑として利用されていたと

考えた。そこで浅礫層の分布を把

握するために、大豆作付け期の航

空写真と圃場整備前の地形図に

よる解析と土壌調査より、浅礫層

の分布域を推定した6) 。また、圃場ごと、さらには圃場内の排水性の良否を把握するため

に、降雨後，土壌表面が乾燥していく過程を航空写真で捉え，3時期の画像の解析によって，

圃場の乾湿状況を5段階に区分した（Fig.1）。この手法の有効性を検証するため、代表的な

地点での土壌調査および土壌水分のモニタリングに加え、農家の作付け経験に基づく達観

評価を聞き取り調査し，画像解析結果と比較して、現地のデータとリモートセンシングデ

ータの整合性の確認を行っている。 

４．情報の利活用 

農家は作付け経験を通して圃場の特性を熟知しており、その知識を耕起や播種の順番、

適した栽培方法の選択など、日々の圃場管理に活かしている。しかし、水田の大規模化と

同時に集約的な農業が進められ、栽培経験の無い圃場を管理する機会が増加しているため、

前述のようなリモートセンシング技術等を用いて得られる土壌情報の活用が期待される。

また、圃場の特性を熟知する担い手にとっても、圃場内の分布について視覚的に情報を提

供することで、経験や知識の再認識、裏付けになり、複数人で圃場を管理する際には、共

通認識のための材料ともなる。より実用的な場面としては、個人レベルではなく、集落・

地域スケールでの情報が必要な圃場整備や土壌改良の計画、または適地栽培を行うための

資料の一つとして活用が期待できる。 
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Fig.1 航空写真による土壌の乾湿区分 

圃場によっては、1 筆内に排水性の異なる土壌が分布

していることがわかる。 
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